
7 超自然的知識

7-1 山笥JlI・海

7-1-2 ヌプリ

「山の神jは女の神で、ヌフリフチ nupurihuciと言った。造材の人が見たことがあると

っていた。

[阿寒小鳥サワ氏〕

水、火、山(何々ヌプリ nupuriの神)、(魚ののぼる)JlIの神様の名前を言ってイナウ(木

幣)を作る。毎年作って行くのでヌサにはイナウがたくさんたまる。ヌサの前で古いイナウを

燃やす。(家の中の炉でイナウを燃やすことはない。)

[阿寒小高サワ氏]

7-1-3 湖沼

「湖水の神様jをトーコロカムイ tokor kamuyと苦う O

[阿寒小島サワ氏]

湖で漁をしている時に、以前に災難があった場所にはイナウが立てであるので、そこでは舟

を下りて煙車をもっていたら煙草をやってお祈りする O 魔が刺すような危険を感じたら舟の上

からでもお祈りした。

クマに食われたとか、迷ってどこに行ったかわからないとか大きい災難があったような所に

はわざわざイチヤルパ icarpa 先祖供養)をしに行く O たとえば、パンケとか、ボツケから

雄阿寒に向かったところの雄阿寒商では、舟から落ちて行方不明になったことがあったので、

そこにはイチヤルノtをしに行二く O

[阿寒小鳥サワ氏]

7-4 小動物

7-4-3 ヘビ類

アオダイショウのことをタンネカムイ tannekamuyという O

日河寒 小鳥サワ氏]
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7-6 植物

7-6-1 樹木

トゥキ tuki r杯j とパシユイ pasuy r酒箸j とを持って行って、塩で清めてから、剥ぐ

前に御神消と、米、煙草をあげて「この木をいただきますから、よろしく頼みますJとアイヌ

語でお祈りする。木の皮とりはほとんど女がするので女が祈る。

[悶寒小鳥サワ氏]

皮剥ぎの時に、木を倒して皮を剥く場合には、ニー カムイ nikamuy (山の神に)に向か

つて「皮をいただきますJと祈ってから木を切り倒す。木の神には、女の人でもお祈りでき

るO

[阿寒小鳥サワ氏]

皮を剥ぎ終わってから、木の根元にチヤツチャリ catcari 酒などを振りまく)してくる。

女の人は、正式にカムイノミ kamuynomiまではしない。正式じゃないから、持って行ったカ

ップ酒を直接ピンから酒を振りまく。男の人は、パスイ pasuy(酒箸)で、正式に澗を振りまく O

(道東編3-1-4参照)

[阿寒小鳥サワ氏]

オヒョウの木は、アットウシ ニ attusniという O オヒョウの木が女の神とか男の神とか聞

し、たことはないが、山の神様はきれいな女の人で女の神だ、と造材をする人が言っていた。

火の神は、アペウチフチ apeuci huci、アペウチエカシ apeuci ekasiという O 山の神と火

の神は関係がある。木のおかげで火が焚けるからだ。

[阿寒小鳥サワ氏]

7-7 火

7-7-1 火の神

間炉裏の周りにキナを敷いて座るようにしてあった。炉ぶちは丸太を組んだもので、表面を

タシロ rasiro(111万)で平らに削つであった。そこの隅にカムィフチ kamuyh立ci 火の神)

のイナウ inaw 木幣)があって、入り口から見て、右にエカシ、左にフチのイナウが立って

し、た。カムィノミの最初にアベウチエカシ、アベウチフチ apeuci ekasi， ape uci huciと

つ。

[阿寒小鳥サワ氏]

火の神に祈るときはアペウチエカシ、アベウチフチ apeuci ekasi， ape uci huciと言って拝
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んだ。父は、おいしいものを買ってきたらかならず最初に火の神にささげた(アベウチイノミ

アン apeuci inomi an r火の神にささげなさいJ)o

[美11屍平林ミツエ氏]

火のことをアペウチ apeuciということもある o r火を焚けJはアペオマレ apeomareとい

う。灰(あく)を何と行ったかは忘れた。灰は木の根のおしつこなどのかからないところに捨

てた。

[美幌平林ミツエ氏]

囲炉裏の火が跳ねると火の神に塩をまいて跳ねないように頼む。火の神が諮っているのでそ

れを慰めるということだ。

[阿寒小鳥サワ氏]

カムィノミ kamuynomi(神への祈り)の時エカシは先にたばこ、米、塩、麹で炉の中を清

める。炉ぶちの四つ角には、係りの男たち(エカシでなくても若い男でもよし、)が塩を山にし

てちょっと積んでおく。エカシは自分の前、炉の縁に(トゥキでもお盆でもいいがその上に)

一つにまとめて塩、米、たばこ、麹を罷いておく O

ヱカシが炉の中に堀をまき、次に上座、下座の11匿に清める(家の中にも填をまいて清める)。

それからカムイノミが始まる O 最初にアペウチエカシ、アペウチフチ apeuci ekasi， ape uci 

huciと言う O

[阿寒小鳥サワ氏]

イチヤルパ icarpa 先担供養)の時、火の神様(炭)に塩、麹、米、たばこをささげる o 壊

を炉の中心から下手に移す(道東編6-5-3参照)のは、イチヤルパは神様にはできないので

「一歩ドがってやるJとし、うことだ。終わったら燥を火元に戻す。

イチヤルパ icarpa 先祖供養)の最後にエカシが火の神様に終わりましたという挨拶をする

(このとき火の神様にパスイ pasuy(酒箸)でお酒を捧げる)。

日河寒 小鳥サワ氏]

7-8 雷の持

雷が鳴ったときの踊りがある。ヨモギを持ってフチ達が踊る (r雷よ、落ち着いてくれj と

いうような意味ではないかと思う)。

[阿寒小鳥サワ氏]

7-9 家の神
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家にはチセ コロ カムイ cisekor kamuy (家の神)のイナウが置いてある。自分の父の

家は、オンネ チセ onne ciseた、ったが普通の家にも必ずチセ コロ カムイが寵いである。

7-12 その他

7-12-3 道異・器物の神

舟の干1¥1

[)話斜路 日)11キヨ氏]

舟はチプ カムイ cipkamuyと言って神だ。丸木舟宇を造る木を倒すi時にもカムイノミをす

るO 舟ができると舟が少し湖を渡って来てから、陸(おか)でカムィノミ kamuynomiをする。

踏を造って飲み、踊りを踊る。

船首にふさのついたイナウ lnawに長い棒の脚をつけて立てていた。このイナウが舟を守っ

てく tlるO

舟は、修繕しながら使うと40年ももっO 舟は古くなると陸(おか)にあげてカムィノミする

とliれ、ているが実際に見たことはなL、。

7-12-4 天体の神

太陽・月の桝I

[ l~ilJ寒小鳥サワ氏]

モウル mourは胤嬬衿みたいなもんだ。まごばあさんの時代には、女は、お日様、お丹様に

肌を見られてはし、けないのでモウルを来て風呂に入った。モウルの中で身体をこする。

[阿寒小鳥サワ氏]

赤ちゃんを産むと7Hから21日の問、お日様に失礼だから、お!ヨ様に当てられないとタオル

でも風呂敷でも何でも被りものをつけて外を歩いたものだ。

[ 1I可寒 小鳥サワ氏]

雷がJ鳴るとき、日食や月食のrr寺にH音くなるから雲に負けるなとノヤ noya (ヨモギ)をー掘

り子に持ってそれを振りながら家の入仁!で踊った。太陽や月(チユプ カムイ cupkamuy) 

がんばれ、という意味だ。子どもの時にフチ hucI(まごばあさん)にやらされて踊った。モ

ン フチ(祖母)は、月食や日食のときの踊りと歌を教えてくれた。月食のときも日食のとき

もフチは片手に鎌(氾弘、カムイを切るために片手にヨモギを持っていた。そのときの歌は N

HKと更科源蔵先生が録苦して持っている。

[11可寒 小鳥サワ氏]
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EI蝕

7、8才のとき、フチに{お1-=1さんがお月さんに負けるから、早く踊れJと三われた。ヨモ

ギ(ノヤ noya)や色々な車を片手に持って、家の入1]で fお日さん負けるな」と NI日り、十qlに

頼む。

[lliU本小j元サワ氏}

太陽と月をチユブカムイ cupkamuyという O

昭和11'年の日食のとき美1I院の野111奇に住んでいて、ちょうど「友の草取りをせj と言われてい

た。母は弟を産んだ後で家の中で寝ていた。日食が始まると母は家から 11¥てきて、とっさにヨ

モギで弓を作り、枯れたヨシを矢にして太陽の方に打つ真似をしながら

チュプカムイ ホー cupkamuy ho: 

エラィナホ-erayna ho: 

ヤイヌムパ ホー yaynumpaho: 

と歌いながら踊った。「おてんとさん、大変た、けど身を守れ(ヤイヌムパ)Jという怠INcの歌だ。

矢を射るまねをするのは、太i誌に忠、い者がかぶさってきたので、その悪者を撃つということ

だ。

[美11提 平林ミツエ氏]

月蝕

月蝕のときには、「雲に負けるな」という。半く踊れ、と言われたのに踊り fiを矢口らなかっ

たため、ヨモギを持って前後に振って踊った。

7-12-5 短所の神

便所(アシンル asinru) の神は、短所のドの方なので便所近くにへその絡を捨てる O 便所

の神様にもイナウを捧げて、粗末にはしない。イナウは、普通のイナウと少し形が違うと、布

施のじいさんが言っていた。

[1河本小鳥サワ氏]

7-12-6 神への祈り

オンネ チセ onneciseで一年に一回集まって歌ったり踊ったりする O 私の徹別の先祖の家

にみんなが一年に一回集まってやったので覚えている O

この時にドブロクを作って集まった人にふるまい、喜んでもらう O みんなが喜んで、歌って踊
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っていれば、先間も喜んでくれるし、神様も喜んでくれる、ということで喜びの歌を歌って踊

ったものだ。

一年に一度の祭りには、男の人は別な踊りをやる。これをタクカラ takkarという。先祖の

神様(先祖が記っていた神様、火の神とかチセ コロ カムイ cisekor kamuy家の神)は再

んで下さい、と言ってやる O 男の人が二人か三人で、戸を出しながら踊る。噺子のみで文句はな

い。今はタクカラできる人がいなくなった。

[屈斜路 日JlIキヨ氏]

一年に一間の祭りの時、徹別のコタンにも方々から人が来た。屈斜路でやれば阿寒湖など

方々から来る O 誰それはムククリをやりなさい、誰それは腕りなさい、と言ってやってもらう。

ムククリを複数の人がやる時には沓を合わせてやる。同じI1JIをやるが、忠、の仕方などが少しず

つ違う。

[}吊斜路 日JlIキヨ氏]

カムイノミ kamuynomi (ネ111への祈り)は男の人がするもので、皆に間こえるくらいの大き

な声で、やっていた。パスイスイエ pasuysuye 酒箸で~l習をイナウなどに垂らす)する人は多

いがカムィノミをする人は多くなかった。コタンによっては神様に拝むときに大きな声で拝む

ものではないという所もあるが、徹加では大きな声でやる。

[)吊斜路 日JlIキヨ氏〕

春と秋の祭りのH寺に、カムィノミをした後、小さいイナウ lnawを炉の灰に科して燃やして、

そのイナウの倒れる万向で一年の顎猟を占う。イナウが燃えつきてと座の方に倒れれば、豊猟

で、 ド!主の方に倒れれば、猟運が悪いと言う O

[向寒小鳥サワ氏]
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